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優品選

日本工芸会総裁賞  《栃造器》 中島武仁
第60回日本伝統工芸展より

風蝕・K 1998年 能島芳史
能島芳史展より

日本伝統工芸展第60回

特別陳列

能島芳史展 －15世紀フランドル絵画からの展開－
特別陳列

加賀藩の美術工芸

● 11月の企画展示室
● 企画展Topics
● ミュージアムレポート
● おしらせ
● 11月の行事予定
● 所蔵品紹介
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我
が
国
は
、四
季
の
気
候
条
件
に
恵
ま
れ
、多
様
な
自
然

環
境
を
形
成
し
て
い
ま
す
。そ
の
中
で
、各
地
の
風
土
に
根
ざ

し
た
工
芸
品
が
生
み
出
さ
れ
、伝
統
技
術
を
大
切
に
継
承
し

発
展
さ
せ
て
き
ま
し
た
。本
展
は
、こ
の
優
れ
た
伝
統
技
術
の

保
護
と
後
継
者
の
育
成
、な
ら
び
に
伝
統
工
芸
に
対
す
る
普

及
を
目
的
と
し
て
、毎
年
開
催
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

六
十
回
の
記
念
と
な
る
本
年
は
、陶
芸
・
染
織
・
漆
芸
・
金

工
・
木
竹
工
・
人
形
・
諸
工
芸（
七
宝
・
硝
子
・
截
金
な
ど
）の
七

部
門
の
入
選
作
品
六
一
六
点
の
中
か
ら
、重
要
無
形
文
化
財

保
持
者
・
受
賞
者
等
の
作
品
と
、北
陸
三
県
、及
び
そ
の
他
の

地
域
の
入
選
作
品
を
含
め
、三
五
八
点
を
展
示
し
ま
す
。

　

今
回
の
石
川
県
の
入
選
者
は
六
十
八
人
で
、そ
の
う
ち
中

嶋
武
仁
氏（
木
竹
工
）が
日
本
工
芸
会
総
裁
賞
、西
勝
廣
氏

（
漆
芸
）が
文
部
科
学
大
臣
賞
、村
上
浩
堂
氏（
金
工
）が
第
六

十
回
展
記
念
賞
、寺
西
松
太
氏（
漆
芸
）が
日
本
工
芸
会
奨
励

賞
、山
田
勘
太
氏（
漆
芸
）が
日
本
工
芸
会
新
人
賞
を
、そ
れ

ぞ
れ
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

遺作出品 《蒔絵箱「水声」》 向井武志(石川) 日本工芸会新人賞 《乾漆蓋物「夕凪」》 山田勘太(石川)

10月25日（金）～11月3日（日・祝）　会期中無休

◆主催／石川県教育委員会、日本放送協会金沢放送局、朝日新聞社、北國新聞社、
日本工芸会　◆後援／文化庁、富山県教育委員会、福井県教育委員会

日本伝統工芸展 金沢展
第60回

NHK会長賞
《流水文四方釜》  畠  春斎(富山)

日本工芸会奨励賞
《蒔絵箱｢水面｣》  寺西  松太（石川）

第60回展記念賞
《象嵌花器｢芽吹き｣》  村上  浩堂（石川）

文部科学大臣賞
《沈金箱｢忍冬｣》  西  勝廣(石川)

※最終日(３日)は午後５時まで
　(入場は午後４時３０分まで)

10
月
26
日（
土
）

《
漆　

芸
》 

市
島
桜
魚

《
陶　

芸
》 

宮
西
篤
士

27
日（
日
）

《
金　

工
》 

大
澤
光
民

講
演
会

28
日（
月
）

《
金　

工
》 

中
川　

衛

《
染　

織
》 

二
塚
長
生

29
日（
火
）

《
陶　

芸
》 

中
田
一
於

《
漆　

芸
》 

前　

史
雄

30
日（
水
）

《
人　

形
》 

紺
谷　

力

《
木
竹
工
》 

川
北
良
造

31
日（
木
）

11
月
1
日（
金
）

《
木
竹
工
》 

水
上
隆
志

演　
　

題

司
会
進
行

講　
　

師

日　
　

時

会　
　

場 

10
月
27
日（
日
）　

午
後
1
時
30
分
〜

美
術
館
ホ
ー
ル《 
聴
講
無
料 

》

「
人
間
国
宝
が
語
る
日
本
伝
統
工
芸
展
六
十
回
と
こ
れ
か
ら
」

嶋
崎 

丞　

美
術
館
長

川
北
良
造
氏
、前 

史
雄
氏
、吉
田
美
統
氏
、三
代
魚
住
為
楽
氏
、

中
川 

衛
氏
、大
澤
光
民
氏
、小
森
邦
衞
氏
、二
塚
長
生
氏
、

中
野
孝
一
氏
、灰
外
達
夫
氏

以
上
一
〇
名
の
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者

《
染　

織
》 

坂
口
幸
市

2
日（
土
）

《
木
竹
工
》 

灰
外
達
夫

《
漆　

芸
》 

小
森
邦
衞

3
日（
日
・
祝
）
《
陶　

芸
》 

武
腰　

潤

美
術
館
長 

嶋
崎 

丞

◆
展
示
作
品
解
説

◆
講
演
会

◆
観
覧
料

開
催
日

個　

人

団
体（
二
十
名
以
上
）

11
時
〜

13
時
30
分
〜

一
般

大
学
生

高
校
生
以
下

※

当
館
友
の
会
会
員
は
受
付
で
の
会
員
証
提
示
に
よ
り
団
体
料
金
に

　

な
り
ま
す
。

六
〇
〇
円

四
〇
〇
円

無
料

五
〇
〇
円

三
〇
〇
円

無
料
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本
展
は
、前
田
育
徳
会
・
尊
經
閣
文
庫
分
館
で
展
開
さ

れ
る
特
集
、特
別
陳
列
の
中
で「
定
番
」と
し
て
幅
広
い

人
気
を
得
て
い
ま
す
。そ
の
理
由
は
、書
籍
・
典
籍
や
絵

画
、工
芸
か
ら
公
開
さ
れ
る
機
会
が
非
常
に
少
な
い
文

化
財
を
選
ん
で
ご
紹
介
す
る
こ
と
と
、「
百
工
比
照
」の

中
か
ら
い
く
つ
か
の
部
門
を
必
ず
紹
介
す
る
こ
と
。そ

し
て
、周
文
、雪
舟
作
と
伝
え
ら
れ
る
日
本
中
世
絵
画
の

名
作
が
同
時
に
展
示
さ
れ
る
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

　

今
回
は
、重
文「
祭
礼
草
紙
」を
巻
頭
か
ら
巻
末
ま
で

展
示
し
て
お
り
、全
国
の
研
究
者
、愛
好
者
の
方
々
の
大

き
な
話
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、伝
周
文
の「
四
季

山
水
図
」、伝
雪
舟
の「
四
季
花
鳥
図
」（
以
上
重
文
）と
狩

野
探
幽
の「
達
磨
渡
江
図
」、そ
し
て
今
回
は
岸
駒
の「
松

下
飲
虎
図
」を
合
わ
せ
て
展
示
し
て
い
ま
す
の
で
、日
本

の
中
世
か
ら
近
世
に
至
る
絵
画
の
展
開
に
お
け
る
中
国

の
影
響
を
概
観
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
し
て
重
文「
百
工
比
照
」か
ら
は「
色
漆
類
」と「
羽
織

類
絵
図
」を
展
示
し
て
い
ま
す
。そ
こ
に
は
、「
た
い
ま
い

づ
く
し
」や「
か
わ
き
せ
い
が
い
波
」な
ど
、今
日
で
は
な

か
な
か
実
際
に
見
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
漆
芸
の

技
法
や
、諸
大
名
の
陣
羽
織
の
意
匠
が
系
統
的
に
分
類

さ
れ
て
お
り
、ま
さ
に
百
科
事
典
そ
し
て
図
鑑
の
様
相

を
呈
し
て
い
ま
す
。こ
の「
百
工
比
照
」は
、博
物
学
に
傾

倒
し
た
加
賀
藩
五
代
藩
主
・
前
田
綱
紀
な
ら
で
は
の
事

業
と
言
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
日
本
伝
統
工
芸
展
金
沢

展
」が
開
催
さ
れ
る
時
期
で
も
あ
り
、こ
の
機
会
に
是
非

ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
加
賀
の
松
雲
公
」加
賀
藩
五
代
藩
主
・
前
田
綱
紀
は
、学
問
を
振
興
し
た
大
名
と
し
て
明
治
時
代
に
至
る

ま
で
そ
の
業
績
は
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。た
と
え
ば
、石
川
県
が
鈴
木
大
拙
や
西
田
幾
多
郎
ら
の
独
創
的

な
哲
学
者
を
輩
出
し
て
い
る
背
景
に
も
、前
田
綱
紀
が
推
進
し
た
書
物
の
体
系
的
な
収
集
と
、そ
れ
を
基
盤

と
し
た
充
実
し
た
教
育
シ
ス
テ
ム
が
機
能
し
て
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
西
田
幾
多
郎
の
随
想
に
あ
る
よ
う
に
、明
治
時
代
に
は
い
り
加
賀
藩
に
集
積
さ
れ
た
書
物
類
は

多
く
が
流
出
し
、時
に
は
内
容
へ
の
顧
慮
も
な
く
単
な
る「
も
の
」と
し
て
扱
わ
れ
ま
し
た
。深
く
学
ぶ
こ
と

の
重
要
性
が
改
め
て
認
識
さ
れ
て
き
た
今
日
、人
間
の
陶
冶
と
政
治
の
根
幹
に
学
問
を
据
え
た
前
田
綱
紀

の
姿
勢
か
ら
教
え
ら
れ
る
こ
と
は
非
常
に
多
い
と
思
い
ま
す
。

学芸員の眼

10月18日（金）～11月17日（日）　会期中無休

加賀藩の美術工芸
特別陳列

と
う
や
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－15世紀フランドル絵画からの展開－

第4展示室

　

能
島
氏
の
作
品
は
実
に
堅
牢
で
美
し
い
絵
肌
を
持
っ
て
い
ま
す
。そ
し
て
ず
っ
し
り
と
重
い
の
で
す
。合
板
の

パ
ネ
ル
に
白
亜
の
下
地
。描
く
こ
と
と
削
る
こ
と
が
繰
り
返
さ
れ
、作
品
は
出
来
上
が
っ
て
行
く
の
で
し
ょ
う
。

　

以
前
ア
ト
リ
エ
を
お
伺
い
し
た
際
に
目
に
止
ま
っ
た
の
で
す
が
、一
隅
に
奇
妙
な
物
体
が
並
ん
で
い
ま
し

た
。こ
れ
が
話
に
聞
く
、ミ
イ
ラ
化
し
た
十
数
年
も
の
の
カ
ボ
チ
ャ
か
と
驚
い
た
も
の
で
す
。な
ぜ
他
は
腐
っ

て
行
っ
た
の
に
、こ
れ
ら
は
腐
ら
ず
に
干
か
ら
び
て
残
っ
た
の
で
し
ょ
う
。小
さ
な
物
体
に
、縁
を
感
じ
ま
す
。

そ
の
不
思
議
さ
を
考
え
て
い
る
と
、能
島
氏
に
は
あ
る
世
界
が
浮
か
ん
で
く
る
の
で
し
ょ
う
。美
し
い
白
亜
の

下
地
に
巨
大
な
干
か
ら
び
た
カ
ボ
チ
ャ
を
一
個
、そ
し
て
歯
車
や
虫
を
そ
の
中
に
描
く
の
で
す
。驚
く
べ
き
発

想
だ
と
思
い
ま
す
。

学芸員の眼

風蝕・華 1997年風蝕・南瓜F 2010年

　

今
回
の
展
覧
会
は
、能
島
氏
の
三
十
年
の
創
作
の
歩
み

を
、各
時
期
の
作
品
か
ら
二
十
一
点
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

て
ご
覧
い
た
だ
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。そ
の
歩
み
は
、

「
15
世
紀
フ
ラ
ン
ド
ル
絵
画
か
ら
の
展
開
」と
い
う
副
題
に

あ
る
よ
う
に
、油
絵
の
発
祥
地
フ
ラ
ン
ド
ル（
現
在
の
ベ
ル

ギ
ー
、オ
ラ
ン
ダ
、フ
ラ
ン
ス
に
ま
た
が
る
地
域
）絵
画
、中

で
も
ヒ
エ
ロ
ニ
ム
ス
・
ボ
ッ
シ
ュ（
一
四
五
〇
年
頃
〜
一
五

一
六
年
）に
魅
了
さ
れ
、ボ
ッ
シ
ュ
の
作
品
と
向
き
合
い
、

そ
し
て
ど
う
現
代
の
自
分
の
作
品
に
取
り
入
れ
る
か
、と

い
う
も
の
で
し
た
。

　

能
島
氏
の
創
作
の
原
点
は
、小
学
生
の
頃
画
集
で
見
た

ボ
ッ
シ
ュ
の
作
品
で
し
た
。た
と
え
ば
、『
快
楽
の
園
』に
は
、 

ツ
リ
ー
マ
ン 

と
呼
ば
れ
る
胴
体
が
卵
の
殻
で
中
は
居
酒
屋

と
な
っ
て
い
る
巨
大
な
男
や
、人
間
を
責
め
る
虫
と
も
獣
と

も
つ
か
ぬ
妖
怪
た
ち
、池
に
浮
か
ぶ
透
明
な
球
体
と
尖
塔
な

ど
、実
に
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
く
も
怪
し
く
美
し
い
世
界
が
展

開
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
驚
愕
の
世
界
へ
の
憧
れ
が
能
島
氏

の
各
時
期
の
作
品
に
息
づ
い
て
い
る
の
で
す
。

　

展
示
室
を
見
て
回
り
ま
す
と
、ほ
ぼ
四
期
に
創
作
は
展
開

し
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。ま
ず
、「
聖
ヒ
エ
ロ
ニ
ム
ス
」の
模

写
。ゲ
ン
ト
美
術
大
学
修
復
科
の
教
授
が
絶
賛
し
た
と
い
い

ま
す
。次
い
で
黄
土
色
と
青
色
の
対
比
が
美
し
く
、円
筒
に

入
っ
た
少
年
や
怪
鳥
が
描
か
れ
る
作
品
。家
と
思
わ
れ
る
物

体
や
キ
ノ
コ
、花
な
ど
の
周
り
に
蝶
や
魚
が
飛
び
、妖
怪
た

ち
が
跋
扈
す
る
世
界
。そ
し
て
、二
〇
〇
六
年
の「
風
蝕
Ｇ
」

を
転
回
点
と
し
、干
か
ら
び
た
南
瓜
を
描
く
近
作
。

　

ず
い
分
変
化
し
た
よ
う
に
も
思
え
る
の
で
す
が
、美
し
い

絵
肌
と
幻
想
の
世
界
は
共
通
し
て
い
ま
す
。合
板
の
パ
ネ
ル

に
白
亜
地
の
下
地
を
施
し
、透
明
で
艶
の
あ
る
絵
具
を
何
層

も
施
し
て
作
品
は
構
築
さ
れ
る
の
で
す 

。

　

し
か
し
四
期
か
ら
の
巨
大
な
南
瓜
へ
の
転
換
に

は
大
き
な
飛
躍
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。干
か
ら
び
て

こ
ぶ
し
大
に
な
っ
た
南
瓜
を
百
号
以
上
の
大
き
な

画
面
い
っ
ぱ
い
に
描
く
の
で
す
。そ
の
刻
ま
れ
た

シ
ワ
に
不
思
議
な
世
界
が
潜
ん
で
い
て
見
飽
き
ま

せ
ん
。ぜ
ひ
能
島
氏
の
幻
視
の
世
界
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

”

“

10月18日（金）～11月17日（日）　会期中無休

能島芳史展
特別陳列

え
に
し

か
ぼ
ち
ゃ
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－国宝・重文・県文－

圓智院妙浄（篠原一孝夫人）画像
妙法寺

稲元実 「21st C 水の星」 中村晋也 「ミゼレーレⅥ」

松田権六「蒔絵勇馬図平卓」

　

毎
年
十
一
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
の
一
週
間
は「
文
化
財

保
護
強
調
週
間
」で
す
。こ
の
期
間
内
に
は
、各
所
で
文
化
財

に
親
し
む
機
会
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、当
館
で
も
第
２
展
示

室
で
県
内
に
所
在
す
る
指
定
文
化
財
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

石
川
県
に
は
、重
要
文
化
財
と
し
て
建
造
物
四
十
三
件
、

七
十
七
棟
、国
宝
二
件
を
含
む
美
術
工
芸
品
八
十
六
件
が
所

在
し
て
い
ま
す
。分
野
別
に
み
る
と
、絵
画
九
件
、彫
刻
十
六

件
、工
芸
品
二
十
三
件
、書
籍
・
典
籍
二
十
一
件
、古
文
書
十

件
、考
古
資
料
七
件
と
い
う
内
訳
で
す
。

　

美
術
工
芸
品
の
所
蔵
数
で
は
全
国
二
十
一
位
に
相
当
し
、

北
陸
で
は
富
山
の
三
十
件
、福
井
の
八
十
件
を
上
回
っ
て
最

大
数
を
誇
っ
て
い
ま
す
。建
造
物
も
十
七
位
と
上
位
に
位
置

づ
け
ら
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
文
化
財
が
伝
わ
る
理
由
と
し
て
、前
田
育
徳

会
・
尊
經
閣
文
庫
が
所
蔵
す
る
国
宝
・
重
要
文
化
財
が
百
点

に
も
及
ぶ
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、加
賀
藩
主
前
田
家

の
文
化
政
策
が
大
い
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。前
田
家
が
収
集

し
、育
成
し
た
数
々
の
名
品
が
、時
代
を
超
え
て
今
日
に
引

き
継
が
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

今
回
の
展
示
で
は
、第
１
展
示
室
の「
色
絵
雉
香
炉
」と
あ

わ
せ
て
国
宝
二
件
、重
要
文
化
財
七
件
を
展
示
し
て
い
ま

す
。雉
香
炉
以
外
は
す
べ
て
社
寺
や
個
人
の
方
か
ら
寄
託
を

受
け
て
い
る
作
品
で
す
。当
館
が
所
蔵
す

る
重
要
文
化
財
は
、新
春
に
開
催
す
る「
あ

な
た
が
選
ぶ
ベ
ス
ト
コ
レ
ク
シ
ョ
ン 

石

川
県
立
美
術
館 

名
品
の
森
」に
登
場
し
ま

す
。人
気
投
票
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

10月18日（金）～11月17日（日）　会期中無休

石川の名宝

　

近
現
代
工
芸
部
門
で
は
今
回
、松

田
権
六
の「
蒔
絵
勇
馬
図
平
卓
」を
初

め
て
展
示
し
ま
す
。本
作
は
昭
和
十

二
年
春
に
制
作
さ
れ
た
も
の
で
、

堂
々
と
進
む
黒
馬
が
引
っ
か
き
や
高

蒔
絵
、螺
鈿
の
技
法
に
よ
っ
て
見
事

に
表
わ
さ
れ
て
い
ま
す
。随
所
に
伝

統
的
な
蒔
絵
の
技
法
が
駆
使
さ
れ
て
お
り
、優
雅
さ
を
伝
え

ま
す
。松
田
権
六
の
初
期
作
品
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

彫
刻
分
野
で
は
日
本
画･

洋
画
と
合
同
で
、第
３
展
示
室･

第
６
展
示
室
に
て
彫
刻
優
品
と
の
競
演
を
ご
覧
い
た
だ
き

ま
す
。主
な
展
示
品
に
は
、敬
虔
で
深
い
宗
教
性
を
感
じ
さ

せ
る
中
村
晋
也
作｢

ミ
ゼ
レ
ー
レ
Ⅵ｣

。ま
た
率
直
な
鑿
跡
と

若
い
女
性
の
健
康
美
が
融
合
し
て
清
新
な
雰
囲
気
の
晝
間

弘
作｢

朝｣

な
ど
で
す
。 ｢

芸
術
の
秋｣

に
相
応
し
い
彫
刻
優

品
の
数
々
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。

　

日
本
画
で
も
季
節
に
応
じ
た
優
品
を
選
ん
で
展
示
し
ま

す
。四
季
を
意
識
し
、豊
か
に
季
節
の
風
情
を
描
い
て
き
た
日

本
画
に
と
っ
て
、秋
は
格
別
な
味
わ
い
を
持
た
せ
ま
す
。冬
支

度
を
始
め
色
づ
く
山
々
、天
空
と
地
上
の
調
和
、い
き
も
の
た

ち
の
競
演
。日
本
画
に
と
っ
て
秋
は
題
材
に
事
欠
き
ま
せ
ん
。

先
般
亡
く
な
ら
れ
た
稲
元
実
氏
の「21st C 

水
の
星
」で
は
、

地
球
と
秋
草
の
不
思
議
な
構
成
に
、地
球
の
未
来
を
案
ず
る

作
者
の
優
し
さ
が
伝
わ
り
ま
す
。

10月18日（金）～11月17日（日）
会期中無休

優品選
工芸･彫刻・日本画

第2展示室2Fコレクション展示室
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◇
入
場
料

　

一
般 

五
〇
〇
円（
一
〇
名
以
上
の
団
体 

四
〇
〇
円
）

　

六
十
五
歳
以
上 
四
〇
〇
円　

大
高
生 

三
〇
〇
円

　

※

障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方（
付
添
者
含
む
）

　
　

中
学
生
以
下 

無
料

◇
連
絡
先
／
森
脇
位
泰

　
　
　
　
　

電
話　

〇
七
六
一̶
二
二̶

一
五
三
七

◇
入
場
料
無
料

◇
連
絡
先
／
能
美
市
高
坂
町
ハ
九
九
の̶

一
一
五

　
　
　
　
　

事
務
局
長　

佐
藤　

剛

　
　
　
　
　

電
話　

〇
七
六
一̶

五
五̶

五
二
九
九

企
画
展 

Ｔ
ｏ
ｐ
ｉ
ｃ
ｓ

石
川
県
立
美
術
館 

名
作
の
森

　

石
川
県
水
墨
画
協
会
は
、平
成
元
年
度
発
足
、同
二
年
に
第
一

回
公
募
展
を
開
催
し
今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。公
募
展
は
石
川

県
内
の
水
墨
画
会
諸
会
派
及
び
一
般
個
人
を
統
合
す
る
当
協
会

が
行
う
展
示
会
で
す
。こ
れ
は
、過
去
の
公
募
展
の
実
績
に
照
ら

し
承
認
さ
れ
た
会
員
の
研
鑽
の
場
で
あ
る
と
同
時
に
、広
く
県
内

よ
り
一
般
公
募
し
、厳
正
な
審
査
の
上
入
選
作
を
展
示
し
、水
墨

画
の
普
及
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。従
っ
て
各

会
派
主
宰
の
作
品
を
始
め
、会
員
並
び
に
一
般
公
募
の
意
欲
的
な

表
現
に
よ
る
、楽
し
み
な
協
会
展
な
ら
で
は
の
作
品
を
ご
覧
い
た

だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

　

多
く
の
方
々
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

一
般
社
団
法
人
示
現
会
は
、本
年
四
月
、東
京
の
国
立
新
美
術

館
で
第
六
十
六
回
展
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

巡
回
金
沢
展
で
は
、昨
年
に
続
い
て
本
部
基
本
作
品
六
十
一
点

（
受
賞
作
品
を
含
む
）と
地
元
石
川
県
作
品
三
十
七
点
、合
計
九
十

八
点
を
展
示
し
ま
す
。示
現
会
は
堅
実
中
正
、清
新
な
具
象
絵
画

を
目
指
し
て
、昭
和
二
十
二
年
石
川
寅
二
を
中
心
に
創
立
以
来
、

（
故
）大
内
田
茂
士
、（
故
）楢
原
健
三
の
両
芸
術
院
会
員
を
輩
出
し

て
い
ま
す
。平
成
二
十
一
年
石
川
県
支
部
が
承
認
さ
れ
、以
後
毎

年
巡
回
金
沢
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。今
後
と
も
県
内
美
術
界
の

恒
例
行
事
と
な
る
こ
と
を
目
途
に
努
力
、精
進
い
た
し
ま
す
。

第7～9展示室

示現会展巡回金沢展
第66回

　

石
川
県
立
美
術
館
は
今
年
、開
館
三
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。昭
和
五
十
八
年
十
一
月
、そ
れ
ま
で

の
美
術
館（
現
在
の
石
川
県
伝
統
産
業
工
芸
館
）か
ら
現
在
地
へ
移
転
し
、作
品
点
数
一
、三
一
三
点

で
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。旧
館
時
代
か
ら「
色
絵
雉
香
炉
」「
古
九
谷
」の
美
術
館
と
し
て
全
国
的
に
も

知
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、新
た
に
近
現
代
の
絵
画
・
彫
刻
も
加
え
て
今
日
の
姿
に
な
っ
て
い
き
ま
し

た
。そ
し
て
今
年
、所
蔵
作
品
は
三
、二
二
〇
点
に
ま
で
増
え
て
い
ま
す
。

　

当
館
の
作
品
収
蔵
は
、「
石
川
県
の
芸
術
的
個
性
を
活
か
し
た
地
方
色
豊
か
な
美
術
館
」と
い
う
考

え
方
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。

　

石
川
県
は
、江
戸
時
代
か
ら
加
賀
藩
主
前
田
家
の
保
護
育
成
政
策
に
よ
り
文
化
の
華
が
開
き
、そ

の
伝
統
が
今
日
ま
で
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。古
美
術
の
歴
史
的
名
作
が
伝
来
し
て
い
る
上
に
、作
家

の
層
も
厚
く
日
本
芸
術
院
会
員
、重
要
無
形
文
化
財
保
持
者（
人
間
国
宝
）に
認
定
さ
れ
る
作
家
も
多

く
、水
準
の
高
い
美
術
工
芸
の
盛
ん
な
地
域
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
石
川
県
立
美
術
館
で
は
、地
域
文
化
の
集
積
を
め
ざ
し
て
石
川
県
ゆ
か
り
の
作
家
を
中
心

に
作
品
の
収
集
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。そ
の
作
品
を
ご
覧
い
た
だ
く
の
が
こ
の「
石
川
県
立
美
術
館 

名
作
の
森
」展
で
す
。

　

今
回
の
展
示
で
は
、「
所
蔵
作
品
の
人
気
投
票
」と
い
う
か
た
ち
で
皆
さ
ん
の
声
を
反
映
し
ま
す
。

九
月
に
始
ま
っ
た
投
票
は
、は
が
き
や
館
内
で
の
投
票
に
加
え
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
随
分
投
票

が
あ
り
ま
し
た
。間
も
な
く
締
め
切
り
と
な
り
ま
す
。ま
だ
投
票
さ
れ
て
い
な
い
方
は
ぜ
ひ
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。評
判
の
作
品
な
の
か
、そ
れ
と
も
思
い
も
よ
ら
な
い
作
品
が
選
ば
れ
る
の
か
、大
い
に

楽
し
み
で
す
。

11月6日（水）～11月10日（日）　会期中無休

第7～9展示室

石川県水墨画協会公募展
第24回

11月13日（水） ～11月17日（日）  会期中無休

作品投票用紙

2F 投票所です
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九
月
十
五
日（
日
）、展
示
室
の
作
品
と
楽
し
く
出
会
う
小
学
生
親

子
対
象
の
鑑
賞
講
座
が
行
わ
れ
ま
し
た
。今
回
は
、「
屏
風
が
い
っ
ぱ

い̶

お
話
し
よ
う̶

」と
い
う
テ
ー
マ
で「
俵
屋
宗
達
と
琳
派
」の
展

示
の
鑑
賞
会
で
す
。こ
の
展
覧
会
に
は
子
ど
も
た
ち
に
は
あ
ま
り
馴

染
み
が
な
い
屏
風
や
巻
子
、掛
幅
と
い
っ
た
形
態
の
作
品
が
展
示
さ

れ
て
い
ま
す
。そ
こ
で
、講
義
室
で
こ
の
屏
風
や
巻
子
、掛
幅
の
取
り

扱
い
を
実
演
し
、ま
た
、子
ど
も
た
ち
に
も
実
際
に
触
れ
て
も
ら
う

な
ど
し
て
か
ら
展
示
室
に
入
り
ま
し
た
。ま
ず
は
、少
し
お
馴
染
み

に
な
っ
た
屏
風
、巻
子
、掛
幅
に
関
す
る
ク
イ
ズ
で
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ

ア
ッ
プ
。今
回
は
ど
ん
な
作
品
か
皆
で
お
話
し
し
な
が
ら
み
て
み
よ

う
と
い
う
こ
と
で
、俵
屋
宗
達
の『
子
犬
の
図
』や
尾
形
光
琳
の『
風

神
雷
神
図
』の
作
品
な
ど
で
セ
リ
フ
を
考
え
た
り
、ど
ん
な
場
面
を

表
し
て
い
る
か
想
像
し
た
り
し
て
み
ま
し
た
。特
に『
風
神
雷
神
図
』

で
は
、お
子
さ
ん
だ
け
で
な
く
保
護
者
の
方
を
含
め
、風
神
と
雷
神

が
ラ
イ
バ
ル
だ
と
い
う
意
見
と
、い
や
仲
良
し
だ
と
い
う
意
見
に
別

れ
る
な
ど
、見
る
人
に
よ
っ
て
感
じ
方
が
違
う
こ
と
を
知
り
、楽
し

い
体
験
が
出
来
た
と
の
感
想
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
子
ど
も
に
は

ど
う
か
し
ら
？
」と
敬
遠
し
が
ち
の
日
本
美
術
の
展
覧
会
で
す
が
、

最
後
に
は
親
子
で
じ
っ
く
り
お
話
し
し
な
が
ら
気
に
入
っ
た
作
品

を
見
つ
け
る
姿
が
印
象
的
な
講
座
に
な
り
ま
し
た
。

　

六
月
に
一
校
だ
け
開
催
さ
れ
た
今
年
度
の
出
前
講
座
で
す
が
、

九
月
二
十
六
日
に
金
沢
市
立
戸
板
小
学
校
で
秋
の
出
前
講
座
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。五
年
生
を
中
心
に
授

業
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、友
だ
ち
と
活

発
に
意
見
を
交
わ
し
な
が
ら
興
味
を

持
っ
て
鑑
賞
し
て
く
れ
ま
し
た
。今
後
の

出
前
講
座
は
十
一
月
ま
で
、加
賀
市
か
ら

能
登
は
富
来
町
ま
で
の
九
校
で
開
講
予

定
で
す
。

鑑賞講座・学校出前講座

■
土
曜
講
座

ミュージアムレポート

「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
サ
イ
ト
」始
め
ま
し
た

十
一
月
の
行
事
予
定

　

当
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
一
日
平
均
四
〇
〇
件
ほ
ど
の
ア
ク
セ
ス
が
あ
り
ま
す
。そ
の
う

ち
三
割
弱
の
方
が
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
な
ど
を
利
用
し
て
閲
覧
し
て
い

る
と
い
う
デ
ー
タ
が
出
て
い
ま
す
。し
か
し
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
小
さ
い
画
面
で
パ
ソ
コ
ン

用
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
の
は
、な
か
な
か
見
づ
ら
い
も
の
。そ
こ
で
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
用
の
ペ
ー
ジ
を
開
設
致
し
ま
し
た
。所
蔵
品
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
な
ど
資
料
満
載
の
パ
ソ

コ
ン
版
と
は
違
い
、展
覧
会
情
報
や
催
し
物
案
内
な
ど
、実
際
に
美
術
館
へ
ご
来
訪
い
た
だ
く

方
を
前
提
と
し
た
内
容
に
特
化
し
て
い
ま
す
。パ
ソ
コ
ン
版
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
ヘ
ッ
ダ
ー
部

分
右
側
の
入
り
口
よ
り
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
サ
イ
ト
に
入
れ
ま
す
。「
グ
ー
グ
ル
」や「
ヤ
フ
ー
」

な
ど
の
検
索
サ
イ
ト
か
ら
ア
ク
セ
ス
す
る
と
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
サ
イ
ト
を
表
示
す
る
か
を
尋

ね
て
く
る
仕
組
み
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
用
さ
れ
て
い
る
方
は
、ど
う

ぞ
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、当
館
で
は
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
環
境
の

整
備
も
進
め
て
い
ま
す
。現
在
、エ
ン
ト

ラ
ン
ス
と
一
階
の
情
報
・
図
書
コ
ー
ナ
ー

前
で
ド
コ
モ
と
フ
リ
ー
ス
ポ
ッ
ト
の

W
i-F
i

が
使
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。詳
し
く
は
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
下
さ
い
。

午
後
一
時
三
〇
分
〜　

講
義
室　
　
　
　
　

聴
講
無
料

スマートフォンサイトのトップページ

ワ
イ
フ
ァ
イ

十
六
日（
土
）

加
賀
藩
の
美
術
工
芸　

高
嶋
清
栄　

学
芸
第
二
課
長

■
キ
ッ
ズ
プ
ロ
グ
ラ
ム

午
後
一
時
三
〇
分
〜　

２
階
ロ
ビ
ー
集
合　

参
加
無
料

十
日（
日
）

鑑
賞
講
座　

能
島
芳
史
展　

ア
ー
ト
か
る
た
を
楽
し
も
う



前田育徳会
尊經閣文庫分館

一　般 350円（280円）
大学生 280円（220円）
高校生以下　無料

コレクション展観覧料

午前9：30～午後6：00
今月の開館時間

ご利用案内

午前10：00～午後7：00 年中無休
カフェ営業時間

※（　　）内は団体料金
毎月第１月曜日はコレクション
展示室無料の日（11月は4日）

〒920-0963
金沢市出羽町２番１号
Tel：076(231)7580
Fax：076(224)9550
URL http://www.ishibi.pref.ishikawa.jp/

石川県立美術館だより
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11月の全館休館日
18日（月）～19日（火）

秋韻 所蔵品紹介238しゅういん　昭和58年（1983）第15回改組日展　210.6cm×149.9cm

まげし・みつお　大正4年－平成23年（1915－2011）曲子  光男

第5展示室 第6展示室

第2展示室

大乗寺の文化財名物裂と遊戯具

第4展示室

銅像 明治の工芸 ふれる美術

第3展示室

木版の美

（
当
時
河
北
郡
七
塚
村
）に
あ
る
祖
父
の
実
家
で

過
ご
し
ま
す
。そ
の
後
、遠
縁
に
あ
た
り
友
禅
業

を
営
む
京
都
の
曲
子
家
に
養
子
縁
組
み
を
し
ま

し
た
。こ
の
こ
と
は
氏
に
と
っ
て
、日
本
画
家
へ

の
道
の
大
き
な
契
機
と
な
り
ま
す
。京
都
市
立
美

術
工
芸
学
校
の
絵
画
科
か
ら
、本
科
に
進
み
、在

学
中
に
東
丘
社
の
門
を
く
ぐ
り
ま
す
。文
展
へ
の

初
出
品「
濱
木
綿
の
丘
」が
選
奨（
現
在
の
特
選
）

に
な
る
な
ど
、早
く
か
ら
頭
角
を
現
し
ま
し
た
。

戦
後
も
暫
く
疎
開
の
為
に
七
塚
に
住
ま
い
す
る

な
ど
石
川
と
の
縁
も
深
く
、昭
和
五
十
五
年
か
ら

は
金
沢
美
術
工
芸
大
学
で
後
進
の
育
成
に
努
め

て
い
ま
す
。昭
和
五
十
九
年
京
都
府
文
化
功
労
賞

を
受
賞
。東
丘
社
の
顧
問
、日
展
で
は
参
与
を
務

め
ま
し
た
。

　
深
閑
と
し
た
山
間
を
斜
に
切
る
滔
々
と
し
た

滝
。そ
こ
は
晩
秋
の
冷
気
に
満
ち
、清
新
な
空
気

に
背
筋
も
伸
び
る
よ
う
で
す
。こ
の
絵
の
前
に
立

つ
と
古
来
よ
り
滝
が
信
仰
の
対
象
と
さ
れ
た
こ

と
も
、頷
け
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。滝
は

東
洋
山
水
画
の
格
好
の
素
材
と
し
て
、多
く
の
画

家
を
魅
了
し
て
き
た
の
で
す
。

　
作
者
曲
子
光
男
氏
は
、日
本
画
に
前
衛
の
旋
風

を
起
こ
し
た
、堂
本
印
象
率
い
る
東
丘
社
で
活
躍

し
ま
し
た
。自
然
の
中
に
構
成
的
な
要
素
を
効
果

的
に
取
り
入
れ
る
の
は
、東
丘
社
仕
込
み
の
前
衛

的
手
法
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。岩
肌
は
箔
足（
隣

り
合
う
箔
の
重
な
り
部
分
）を
生
か
し
た
直
線
的

な
皴
法
で
、抽
象
的
で
あ
り
な
が
ら
伝
統
的
な
東

洋
画
の
流
れ
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

　
北
海
道
に
生
ま
れ
た
氏
は
幼
少
時
、か
ほ
く
市

し
ゅ
ん
ぽ
う

会期：11月20日（水）～12月15日（日）
会期中無休

次回の展覧会




